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(1) 2 つの AIGaAs -pnpn 光一光スイッチを並列接続する構成の差動光一光スイッチアレイを提案し，動作原理を
明らかにするとともに，分子線エピタキシ一法により試作し高感度(最小入力光エネルギー密度O.07fJ/μm2) な
差動スイッチング動作機能を実証している。
(2) 差動光一光スイッチアレイの動作解析を行い，作製時の構造ぱらつきと差動特性の関係を明らかにし現在の結晶
成長精度に基づくアレイ集積化の達成可能性を示している。
(3) 差動光一光スイッチアレイの基本原理を応用して，光並列処理に有利な 3つの差動機能テーバイス，すなわち，最大
値検出デバイス，差動光一光メモリアレイおよびエッジ検出デバイスの試作と動作確認に成功している。
(4) 多様な応用システムの要求ならびにアレイ作製時の構造ばらつきを考慮した新しい光デバイスアレイ自動最適設
計手法を構築している。
(5) 上記の最適設計手法により，差動光一光スイッチアレイの結晶成長膜構造の最適化を行い，光パスシステムの高性
能化に成功している。
以上のように，本論文は，光並列処理に重要な光デバイスである差動機能をもっ AIGaAs-pnpn 光一光スイッチア
レイの提案，設計，試作を世界ではじめて行い，その実用化に有効な多くの新しい知見を含んでおり，光電子工学の発震
に寄与するところ大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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